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在
の
経
済
状
況

に
つ
い
て
政
府

は
、
１
月
の
月

例
経
済
報
告
で
、
「
景
気

は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に

弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

回
復
し
て
い
る
」
と
し
、

政
策
の
基
本
的
態
度
に
つ

い
て
は
、
「
経
済
財
政
改

革
の
基
本
方
針
２
０
０

７
」
に
基
づ
き
、
改
革
へ

の
取
組
を
加
速
・
進
化
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
日
の
地
方
の
財
政
状

況
は
、
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に

よ
り
３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
が

実
現
し
た
も
の
の
、
同
時
に
実
施

さ
れ
た
交
付
税
総
額
削
減
や
国
庫

補
助
負
担
金
の
廃
止
縮
小
の
影
響

で
地
方
自
治
体
の
財
源
不
足
は
よ

り
深
刻
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。

本
町
に
お
け
る
財
政
事
情
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歳
入
に
お

い
て
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
大
幅

な
町
税
の
増
収
が
見
込
め
な
い
状

況
で
あ
り
、
引
き
続
き
地
方
交
付

税
の
総
額
は
、
抑
制
基
調
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
根
幹
的
な
歳
入
一
般

財
源
の
確
保
は
厳
し
く
な
る
状
況

で
す
。
他
方
、
歳
出
で
は
、
今
後

も
下
水
道
施
設
整
備
な
ど
、
過
去

に
実
施
し
て
き
た
社
会
資
本
整
備

事
業
に
か
か
る
償
還
金
と
、
少
子

高
齢
化
・
福
祉
施
策
の
充
実
に
伴

う
社
会
保
障
関
係
費
が
増
大
す
る

こ
と
は
必
至
で
す
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
19
年

度
末
残
高
見
込
額
が
約
31
億
円
で

あ
り
、
来
年
度
以
降
も
取
り
崩
さ

な
い
と
予
算
が
組
め
な
い
状
況
で
、

あ
と
数
年
で
底
を
つ
き
ま
す
。
平

成
20
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
国
県
・
近
隣
市
町
の
予
算
措

置
動
向
を
今
以
上
に
調
査
把
握

し
、
税
収
入
の
確
保
、
受
益
者
負

担
適
正
化
等
の
財
源
確
保
に
努

め
、
事
務
事
業
全
般
に
つ
い
て
費

用
対
効
果
を
徹
底
的
に
見
直
し
、

「
ふ
る
さ
と
　
ふ
れ
あ
い
　
心
を
育

む
　
中
能
登
町
」を
基
本
理
念
に
、

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
予
算
編

成
を
し
ま
し
た
。

現会計名　　　　　　　 予算額

一般会計 92億3,440万円

老人保健特別会計 2億 971万円

後期高齢者医療特別会計 2億1,342万7千円

介護保険特別会計 16億 363万1千円

国民健康保険特別会計 19億8,904万4千円

下水道事業特別会計 14億6,631万3千円

分譲宅地造成事業特別会計 1億5,189万円

ケーブルテレビ事業特別会計 1億 610万円

水道事業会計　収益的支出 3億3,568万3千円

水道事業会計　資本的支出 4億6,495万6千円

合計 157億7,515万4千円

平成20年度会計別当初予算


